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第 31回 決 算 総 会 式 次 第

刊会岡田(な)ヨ Ⅲ会長

年前10時的分～

1 開  会  の  辞  … ……………………………………………………… 岡 田(松)副 会長

2会 長 挨 拶 ―… … … … … … … … … … … … 高 山  会 長

3来 賓 lll辞  祝 電 技 露

4議 長 選 任

5 定 数報告及び議事録署名人の指名

6議 案 容 譲

第一号議案 平成22年度事業報告承認の作  … ……………………志 廃   副 会長

第二号議案 平成2年 度 決算報宮承認の件  … …………………… 岡田(な)会  計

監 査 報 告  … … … … … 久 仁  監 車

第二,議 案 一般社団法人移行新役員人事の作 …  … …………… 肌  部   副 会長

第四号議案 そのlL

7表 彰 状 授 与

111永年勤続者表彩

・配置員       5年 、10年、20年

・配置販売業者衰杉  10年  20年 、50年 側 年

・優良配置販売業者表彰

口)受賞者代表期辞

8 閉  会  の  辞  … …………………………………………………………志 磨  副 会長

午後 1時 詢分～4時 卸 分 (午後 1,m～ 受付)

一 ―一―一― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 議  習  会

資質向上講習

「第二章 人 体の的 さと医薬品J

午後 5時 00分

一― ― ― ―
 懇  親 会

講 師 葉 都廣貫堂株式会社 東京支社

管理栄剤師 岸  岡  勝  美 先生
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大会ス ローガン

資質 の向上 に努 め、地域保健 医療 に

0

の精神 に則 り都 民 の保 健 衛 生 向上 に

り。

ど あ い さ つ

会長 高  山  友 二郎

我が国では国民一人一人が自分の健康を自分でする 「セルフメディケーション」の実現

が急務となり 家 庭の健度を支えてきた配営業茉界に対し大きな期待が寄せられておりま

す。このような中で配置転完業に従事する配置業者の年間31時 間以 にの
一定水準研修

講習の受講、新配置販売業に従事する配置従事者の体制省今に基づくnI修の実施が求めら

れております。

一投社田法人東京都医栞品配置協会では改正業事法に'「した新たなカリキェラムによる

研修 露 習会を引き続き実施し、配置従事者の資資向上に全力を傾として参りたいと存じ

ます。

改正菜事法がヤ成 21年 6月 1日 より全面施行され 医 奏品の販売業務に携われるのは

薬剤師及び登録虹完者の専門家に限定されました。その
一方で既存業者としての営業も雑

続、既存で営業を続ける事に対しては年間30時間以上の一定水準研修 議 習の受議が課

せられております。これも既存で営業力`続けられる事を担保するものです。

会員を位におかれましては こ の制度をご理解頂き資質向上一定水準研修 蕗 習会を積

極的に受講されます様お願い申し上げます。

一被社団法人東京都区薬品配置協会では 業 界発展のあに資質向上研修 識 習会の受講

が何より大切であると考え 今 後も都民に信頼される配置定事者 登 録販売者年の専門家

の育成事業に合力を傾として参ります。

どうか会員一同の一層のご理解とご協力を賜ります様お願い中し上十ナます。
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平成 22年 度 事 業 報 告 書
(平成 22年 4月 1 日～平成 23年 3月 31 日)

一枚社団法人東京都医薬品配営協会

〔協 沈〕

この年の気袈は夏の猛暑 冬 の寒lk力遊 しく降雪地城での積雪呂も多く jlt暑と寒波で高
齢者らの健康面に大きく影響をもたらした。また 年 度末の3月 11日午後2時 46分観Rl史
上最大級マグネチュード●0と なる東北地方太子洋沖地震が発生、大きな粧害を受け自然災
害の多い一年でした。

地方念願の政権交代は実現したものの失態続きの民主政権 社 会的には政治不信 政 治家
不信がその極みに通し 日 本政治の混速ぶりは国際社会の不安を増幅させるばかりである。
その後も新しい布離の元で政策の実現を図りたいとこうだが内閣改造するも支持事は改造効
果も無く低迷を粒けている。

そもそも新政権に切り苦えるという選択は中に参院選を控えて政権の頭をすげ替えただけで
なく ☆ 院選のマ■フェストを参考 再 編成する絶好の機会だったと言える。実際に政権の
座についてマ■フェストは各項]で プライオリティが定まらず 財 源との関係が不明確であ
り政権が責任を問われるも必然的だった。果たして現ItB下 において政活とカネ 】ヒ方円島
尖閣語鳥の領上問題 普 天間の行=詰 まりを一気に片付け景気 雇 用対☆など国内外ともに
難田‖積の状況を改革できるのか本格的な政権運営が問われるのはこれからだ。
医薬品業界でも半世紀よりの実事は改正が全面施行され新販売制度も3年 目を迎えまし
た。新制度は一枚用医薬品をリスタの程度に応じて分類し そ れぞれ情ate供 と相談対応の

方法を定めたもので、薬剤師以外で販売に従事できる新たな専門家として登録販売者制度が
導入されました。
一方新配営業者 lt事者については改F法 の販売体制省令で配置業務の適正な管理を確保す
る為 配 置業務の研修 講 習会実施が発計可要作となっている。
また 既 存配置業者の配置lI事者の資質向上 「一定水準研修 藤 留会Jで は年間抑時間以
上の座学形式 (通信教育合む)の 受議が義務付けられています.
一般社田法人東京都医薬品配置協会としてもこの資質向上研修 謡 習会開催については最大
事業と位置付け 脩!度を充実させ実施して参ります。

改正来事法による新医薬品販売制「7Fに対し 配 置販売の来来をFhくネ は 『登録販売者試験
の合格1に あると確信致します。

茶の車門家として堂々と美を続ける為 積 極的に研修 講 習会を受講し 資 質向卜に努め
資格取得に,餓 し既得権を最大限に活かして有資格者となり都民の保健衛iに 奇チする0が
我々の責務であります.

尚、lFl会運営につきましても法人制度改正にともないこの一年その対応にlRり組んで参り
ました。制度改革では一般社同法人 一 世財凹法人 公 益法人に分類 東 京都医薬品配置協
会でもこれまでに多くの公益とに優れたI業 を展開し、公益は人移行を目標として説明会
勉強会に参加 専 門家や関係機関への相談も電ねて参りましたが そ のハードルが高く一般
社団法人認可へと方向転換。この一年準備して来ました。執行部 理 事 役 員の勘率と協力
の元、願問税理士の先生の指導を受け作業を進めて参りました。定款変更 管 理 業 務、シ
ステムの見直し等試行鉛誤しな力Sらもようやく―投社団法人の認可を頂く事となりました。
期末決算で発展的解散とし、新年度よリー般社回法人東京都医薬品菌̀置協会としてスタート
関係機関や語団体と連携と協調を図りながら強力な組織基盤作りと新しい視野にたち協会の

活動に全力を挙げて取り組んで参る所存です。

会員の皆様には尚一層のご理解とご指導 ご 協力を賜りますようお願い申し,げます。
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I 会 隣 等

1 決 算総会 :平成 22年 6月 11日 なかのZERO小 ホール

{,平 成21年度事求報告、決算報告を承認

十"定 証変更の作

中)役 員改選 承 認の件

“)表 彰状据与 優 良配置業者 2名 来 年勤親者 13名

予算紙会 !平成 23年 3月 8日 な かの2ERO小 ホール

(D平 成23年度事業計画 収 支予算案を承訟

執行部会 :4月 13日 O決 算総会資料作成準備

7月 13日 0-投 社団法人移行財務会ptの件

0平 成23年度担当関配協総会について

8月 20日 0-投 社団法人移行書類準備について

8月 27日 023年 資質向上議習会 通 信教育の日程と内容について

0関 自碗 総会の作

11月 9日 O,3年 度予算案のfl

O閃 百萌 総会 (担当県)の 作

0「 あゆみ60,J作 成について

0通 信教育の件
11月26日 O予 算案の作

②23年講習会講師の作

役 員 会 :4月 28日 ① 決算承認 決 算総会の作

0定 表と一般社団法人移行の作

①一定水準資質向上謡習会受講嘉務化の十

0ホ ームベージについて

6月 25日 O資 質向上講習会予備日について

②22 舞 年役員役割分担について

O楽 草勉強会 「6 26昧 葉撲減都民大会J参 加者の作

〇委託議習会について

9月 14日 023年 資質向上講習会 通信教育の日程と内容の件

0票 稼課 案 物乱用防止啓猪安託料について

0平 成22年度一斉献血の作

0平 成23年実施 関 自31a織会の件 (担当県)
12月10日 O平 成23年度予算総会の作

②平成23年閃配協機会ついて

0「 あゆみ側号J発 行と「記念誌」について

0通 信教育の件

1月 20日 O平 成23年関蔑協縮会の作

②閣年度案事功シ推薦候補者の作

O予 算結合準備計細について

0務 年第1回資質向上麗習会の作

2支 部活動

各 支 部 :4月  5月 に支部総会及び講習会実施

東部支部 :8月 19日 薬 車勉強会、「ダメ。ゼッタイ。」募査活動
(多庫 支部 )
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I 事 業内容

1会 員教育事業

は)議 習会
・案事講習会 (支部会員対象)

4月 2日  束 部支部「応急故護訂1練AEDの 使用J

上野消防署 下 谷出張所担当者

5月 25日  多 感支部 今年度譲習なし

5月 25日  西 部文部「行政と配置の現況と未来について」

石倉医薬品産乗開 代 表取締侵 石 倉 京 昌

・案事議留会 (東京都登録全配置販売業者対象)

6月 11日  な かの2ERO」 ホヽール

「第 1章 医 薬品に共通する特性と基本的知識」

募都度貫堂伸東京支社 管 理業剤師 岸 岡 勝 美

3月 8日  な かのZERO小 ホール (日配高と共催)

「第 1章 医 薬品に共通する特性と基本的知識」

「第4章  菜 事関係法規 制 度」

故″亡製葉伸 薬 事部 部 長 清 水 虎 雄

・薬事語習会 :東京都より委託 (東京都登録全配置販売業者対4)

9月 9日  宮隅民ホール

「最近に莞務行政J

東京都福祉保健局健康安全部業務課 課長 古 屋 止 裕

「票事法改正と配置販売業J

東京都福祉供健月健康安全部業務課菓事先計係係長 及 川1  暁

「票事関係法規 hJ度 」

救″ぶ製薬rfl 来事部 部 長 清 水 虎 雄

11月 5日  な かのZERO小 ホール

「昧業 覚 せい剤乱用防止啓発の話」

「理念 倫 理 関 連法規」

教心製薬佛 来 事部 部 長 清 水 虎 雄

●)一 定水準 30時間資質向上講習会 (東京都登録全配置販売業者対象)

4月 9日  武 蔵野スイングホール

「第2章  人 体の働きと医薬品」 10問テスト 解 説

(社)東 京都病院薬剤師会   理 事 今 泉貫如子

6月 11日  上 記記親同

8月 6日  帝 都医薬品配置lg」同組合会議室

「第2章  人 体の働きと医薬品のポイントJ

「第3章  主 な医薬品とその作用のポイントJ

10問テスト 解 説

(社)東 京都病院葉剤師会   理 事 今 泉真知子

2月  3日  武 蔵野スイングホール

「第3章  主 な医薬品とその作用J

(社)東 京都病院薬剤師会   理 事 今 泉真知子

3月  3日  上 記記載同
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都民に対する栗■知識の普及啓発事業

に1 消費者講座 iS月 19日 業 物乱用防Hiと率卓勉"i会

参加者数 58名 tH当束部支部 (多摩支部)

囲内にはキヤラバンカーを呼び 東 大和市駅前では多摩支部員により 「ダ

メ.ゼ ッタイ.どの募金活動が行われた.ま た 東 京割;奏務課応菜対策係

の 弦FFHt4先生のお話と東京郎来用植物園 北 川工業同長によるお前の後

団長 職 員による説取jを開きな力`ら拒物国内を見学.

121 おさくすり相談窓口

相談作敬9作の内 行 政における,Ⅲ費を相談の窓口からは5件、

,H費をからは4‖.

業務行政協力J「業

11 麻英 党 せい剤禍撲減tr■動に対する協力

6月 26丹 「626国 際麻英Fl用技減デー」納̀ 民の集い は 京都十1‖)

と!谷区ケアJミ ュ■テイ夫竹の上

23名が参加し 募 金の呼びかけ 紅 風llnの間じ布年参力協力高山余長以 ト

した,

ウ 献 血協力

1)平 成22年

祀冊栞業向上改善車業

4)催 関紙 「あゆみJ 60号 発行

り 関 係団体会議出席

平成22年 4月21日 全 配協会議

10月 17日 :立川献血ルーム 献 ■1ルーム古祥↓タキオン

献■1ルーム池袋いヽすと、■楽町試血ルーム

新宿束日就血ルーム

当会員関係より23名の協力を得て 当日の総採血歓951名の実績を成した。

5月18日 関 束祀品葉協議会通常結会

6月21日 全 配協配置部会会議

6月22日  甘 配前 全配甑配置部会 合配協会議

7月20日  丹 門じ商通常総代会

7月21日  全 配協通常代談委員会 通市代議員会 FE減会

10月14日 関 東配置薬協議会秋卒会長会

12月2丹  全 百じ協配直部会 日 配高合同社員会議

″   全 回協議会長 日 配商支部長合〕会nF

平成23年 1月13「 富 山郎会定期結会

1月
‐
0日  (付 J東京都業剤印,会貨詞交歓会

1月数日 (社 )束京都医薬品◆鉢販売者協会新午祝賀会

2月18日  Ht京奏採穂同粗台通台会 東京都低業品小元商業組合
合同 新年の柴い

3月17H 合 祀向配置部会役員会

…於)東  京
…於)柿 本川

於)東  京
―於)東  京
…於)束  チて

…於)東  京
…於)" 主

Fr)束  京
…於)東  京
…於)if H十

…Ⅲヽ)東  京
…ll)末  京

…於)東  京

…木)末  末

以 ■
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平成22年 度 正味財産増減計算書

平成 22年 4月 ,日 ～平成 23年 3月 31日 まで

(第31期 )

(単位 :日)

科 目
水 算 額

備 考
当 年 度 前 年 度 増  滅

I一 般正味財産増減の部

1経 常増減の部

(1)経 常収益

1受 取 会 費 8517m 3863000 △ 346∞ 0
算

中

Ｚ

予

ｒ
ｉ

林

印

Ｚ

決

ｒ
ｉ

200名

25 0名

204名

2,1名

日配高東京宝部より助茂奪

コ留_A■
9/8尊より霞配■10万円よ加

定期預金 音通預金

一定末苺至R向 上森口々受焼料
瞭震登会費績収=敵 料
支部還元責
手引を 高取ヨ言破記=代

1受 取 会 費 651,H" 8863000 △ 346000

2受 諮 事 業 収 益 15430∞ 2720000 △ 1 ,66000

1全 配 協 補 助 金 200000 1298∞ 0 △ l ooo ooo

2資 賃 向 上 対 策 費 助 茂 査 736000 6,4∞ 0 62●00

0日 配 商 編 助 金 0 0 0

4 日 白高東京都受苺打助奎 100000 509" 60 JJ0

5東 京 都 季 託 金
的 7000 707000 △ 200000

3離    収    益 2631010 443532 238'420

Ⅲ 受 取 利 怠 2173 4,01 △ 2523

2受 講 料 収 入 2 63i dX 23a000 23438"

3雑   収   益 197832 i50881 4606Ⅲ

経 常 収 益 計 12091●10 ,2,35582 3SS 428

(2)揺 体費用

1事 奈愛

1指 導教育に関する事業喪 4044m2 2460002 245,3,0

1講 習 会 震 (協 会 ) 145フ 187 1680015 △ 222148
※■情Hよ り″,00,売 当

ヽ講   師   料 100∞ 0 030000 一定水準資質向上章智会

5回表施。併せてB,3名移加

外g臨 師増 交通費 印刷要本

芸均受 付市取崎費等

テキスト印窮型本等

2買    惜    料 230110 330,40

3旅 費 交 通 費 0'300 85710

4通 信 退 線 景 1300,0 23,032

5印 刷 製 本 費 601012 444536

6費 用 弁 償 21,260 1'O S00

,紀   襟   費 3ね 0 4516

8雑       喪 00,6 lo aol

2東 京 都 委 面 詩 督 会 震 ●●0014 66630S △ 350302
※■に対より単2 853充当
X栞 =題 営姿■よりlo O11充当

1講   師   料 60000 '5∞ 0 外部講師話承料

2回実施 様せて246名ゆ加

会場氏 付梓捜特費等

テ■スト印刷製本尊

2賃    借    料 50520 40000

3旅 費 交 通 費 23060 218"

4通 信 速 搬 費 02634 63610

5印 同 製 本 費 01006 450005

o費 用 弁 使 費 20000 31a0

,配   録   費 1603 40∞
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6雑       費 472 0

o結 料 手 当 2004620 0 2064620
※妥=期 騎会表よりⅢ50eO充当
X蘇 血便進活動,よ りV“0400売当

1給    料 2064329 0 騒鼻全絡Jめ ″3(合む残茉手当)

4衰     借     料 050400 0 050460
Xま 習奎,(ほ 姿)へ単2700'抗用
X章 習資=(奏 “)へY2135C流用

1賃  借  料 950480 0 全資搭料の2カ

5表    彰    安 161042 140041 21301

X献 五促進活動奈よリヤ10021売 J
X市 報収奈工J刊 行効発行■より

辛2'000売当
X48駅 ,家 ■よりlF4 01 7宝当

ヽ記 念  品   費 76667 30337 優良配置業者表形

永年勘林者家杉

薬事功労質閣rA表杉

莱Ⅲ功労安彰資料作成相

まtt抗女会

2旅 費 交 通 費 0 Ⅲ260

3通 信 退 様 費 ,760 4060

4印 昴1製 本 安 73355 34324

5費 用 弁 横 費 7140 11040

6分    担 金 0 0

2藻 事的絞普及啓発のためのま奏轟 230000 23,752 △ 6643

1都 民への薬草勉強会安 146600 1,1666 △ 25261
X所 雷会氏(賓五)ベヤC OSi漬用
XttH■ 当へ■0110店用

1広 告 宣 伝 喪 9530 16280 葉草勉議会 蔀民め加

蔀立葉用梅物園に於いて

蔀民に呼Jか けて開催

2旅 費 交 通 費 6000 6180

1通 信 運 機 安 2151 725S

4印 刷 製 本 震 36225 40425

5費 用 弁 償 費 40660 60420

6配   録 安 2520 8665

7雑      受 38514 30651

2都 民 消費者へりⅢ韓印示奈 34309 65864 13445 X,い 費より平24300充 当

,ヤ シつ
一本フト ツ フトヽ 84309 65864 イン,一ネットこよる情報開示

話資2通 信 運 搬 費 0 0

o記   録 安 0 0

3蒸 手衛生事奈への協力愛 433144 424310 8825

1献 血  促 進 活 動 愛 40485 121301 △ 01316
Xね 打手当べ 辛印 400流用
水ま彰■へ“00コ″0流中

,旅 費 交 通 費 0 0

2通 侶 運 搬 愛 1470 こ,37

3費 用 弁 償 安 38000 107320

4紀    録    愛 1015 5340

5雑       費 0 〔
）
う
０

2麻 薬撲減活動協 力費 302659 002519 00141
X夏 師活動Iへ 学“0 "五 日
※=師 E Dほ姿“■へ彰2 , 4京 用

1旅 費 交 通 費 0 0 「020日 藤麻葉乱用換競J

都民の楽しヽ こ協力

紙屋納麻策党せい剤防止セカー

ヘ寄附輛 委茂料)

2通 信 運 搬 受 525 0

0寄   贈   愛 279996 201390

4費 用 弁 使 費 101400 04260

5配   銭 安 11038 6859

4相 談 事 業 愛 0 0 0

1ほ 活 相 談 震 0 0 0
*家 彰表べ¥497抗 偏
*支 証活動■べ単0●00流胴

1踏   掛   金 0 0

―S―



2旅 費 交 通 費 0 0

5支 部 活 動 車 業 資 320的 和 0000

1支 部 活 動 事 案 安 320000 4000∞ △ ao ooo
X原 要なま観力jtよリコ4,17充当
※相醸=来 ■よりV6033克当

“東 部 支 部 100,00 100000 栄束Hチ 万エ

1支観り騒金合IIV 20002は桜英
査ヘ

2西   部 支 部 1∞ 000 160000

3多 康 支 部 120000 150000

6情 報収集及び刊行物発行費 03000 33m 0

1機 関 紙 発 行 安 00000 330∞ 0 ×家彰■
へY2 7 0 0 0流用

費ヽ 用 弁 い 費 如 000 20000 有茉発行

2旅 費 交 通 費 0 0

3通 信 運 搬 景 0 0

4印 刷 製 本 受 03000 63000

,上 部 団 体 会 議 霞 165811 124050 60361 内外関係団体へ出席

I全 配 協 会 巌 費 05000 243,0 10030 *閣 配臨草湾費ベン21000京 用

1会   「 B  安 10000 10000 会獲轟 交通費 他

2旅 費 交 通 費 0 0

3表 用 弁 償 費 5000 14370

2関 配 協 会 麟 費 150 Sll 100500 50231

※麻要森まほ力■より″242“充当
X全 砲ほ姿臨■より▼23m売 当
※予軒費より¥e2337充当

全ヽ   譲   費 72861 49000 査蟻費 交通着

2通 信 速 搬 費 1240 500

3旅 費 交 通 費 710 15080

4費 用 弁 使 費 768" 35000

事 案 震 計 0,0ア 096 3756033 2440,13

2管 理費

1景  用 弁 使 震 406000 609,30 0270 費R草
※田配憶資担金より単0000売当

2指 料 手 当 ,032414 2062614 △ 1930220 車民搭料ておむ頻キ手首)

米四配ほ氏担査より¥1700完当
X全 配惚A■ 査ょりVm 714充当

3厚     生     愛 50,400 47770フ 29702
騒■ ■週査笠金 社姿保座対他

(法定)
※全配ほ■担金ユウ単7400た当

4全 配 協 負 担 金 142000 229000 △ o,ooo *お 料手当へ¥0074流 用
X,査 束べ単,“00抗用
※旅=交 通■へV24260流用
X■ 露い,■ へY25,27流用

5関 配 協 負 担 金 200300 200300 0 ※■用す●■へV帥 流用

0新 聞 囲 を 費 ,4050 66,∞ '050 ※■喜"8■ へV21010れ 用

'旅 愛 交 通 費 224260 192920 413拘 ま民定期ヽ古0
※全配ほ負担査より単24200売当

a通 信 運 搬 震 1,,104 150864 26240 X脩 料■当へ単40コ36流用

0什 器 備 品 愛 60004 0 60394 本ッコンは入
※全配ほ宮増査より単25セ7充当
※新聞口■■よりV25050売当
メ消耗品費より¥,07充 当

“ 消 fE  品   費 3864 20∞ 064 *■ 喜thあ■へ▼ 0,五 用

r作     経     費 0 10000 △ J0000

Ⅲ印 刷 製 本 泉 130103 134400 54766 蔭会☆打守
*態 ■へ▼00Ⅲ2証用

Ⅲ水 道 光 熱 費 130030 ,33260 531,
*無 Eへ VO“ “流用
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r i     惜 料 475240 1 521,20 △ 1046400 ,務 所 資残ヨ

“手    数    料 2481“ 4,1004 △ 163520 HH口税務全〕面向京V00コ コ
会■黄強 Jt代行

″損  害 保 陵 料 2880 2033 0 X無 ■村 863流用

毎晨税″租  税 公 蝶 7●OX '0000 0

`縫         安 2213範 126065 04381 と再空拒
X印 開ヨホ費より▼G00レ充当
X末 遺■体,よリヤOⅢⅢ売J

省 理 費 計 4178787 ア●03751 △ 2004064

繕 常 費 用 計 103,6463 10340,34 △ 40425,

当 期 経 常 増 減 額 251452, 1 194843 i119679

2経 常外増済の部

(わ 経常外収益

経 常 外 収 益 計 0 0 0

(2)経 常外費用

1固 定 資 産 除 却 額 0 0 0

経 常 外 費 用 計 0 0 0

当 期 経 常 外 樽 減 額 0 0 0

当期一般正 味財産贈減額 2514527 1 104648 Ⅲ310679

一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 63a4624 0609776 1 194340

― 段 正 味 財 産 期 末 残 高 0300151 6 aa4 024 2514127

I指 定正味財産IB済の部

当期 指 定 正 味 財 産 増 減 額 0 0 0

指 定 正 味 財 産 期 首 残 高 0 0 0

指 定 正 味 財 産 期 末 残 高 0 0 0

ll正味財産期末残高 0390151 6004624 2514527
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貸 借 対 照 表

平成 23年 3月 31 国

(第31期 )

科  日 当年度 前年度 増滋

資産の部

1流動資産

現 全

普通預金

振普貯全

当座預金

定期預金

仮 払 金

流動資産合計

2固 定資産

(1)基本財度

(2)特定資産

(3)その他回定資産

電話加入権

保証金

日定資度合計

資 産 合 計

I負 債の部

1流動負債

前受会費

預り金

流動員債合計

負 憤 合 計

田正味財産の部

1指定工味財産

(うち基本財産への充当額)

2-般 工味財産

(うち倍定財産への充当額)

正味財底合計

負債及び正味財産合計

606227

4992252

818237

589

3350000

200500

370096

1356333

2491957

889

3350000

115800

236131

3635919

1673フ 26

△ 300

0

84700

9967005 7685675 2282730

0

0

95154

204000

0

0

95154

204000

299154 299,54 0

10266959 7984229 2282730

767000

,00808

959000

1335453

△ 192000

△ 1234645

867808 2294453 △ 1426645

867868 2294453 △ 1426645

0

0

9399151

0

0

0

5689776

0

0

3709375

0399151 5689776 3709375

10266959 7984229 2282730
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財務諸表に対する注記

1重 要な会計方針

(1)有 価証券の評価基準及び評価方法について

該当なし

(2)固 定資産の滋価使却について

該当なし

(3)引 当金の計上基準について

該当なし

(4)消 費税等の会計処理方法について

消費税年の会計処理は 税込方式によっているも

2会 計方針の変更

該当なし

3基 本財産及びll定資産の増減額及びその残高
産及び特定資産の増減

4基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は 次のとおりである。

基 及 の 及びその残高は 次のとおりである。
科 目 前期末残高 当期増減観 当期減少額 当期末残高

喜本財産

′1ヽ

特定賓産

計

　

計
計

小
″
▲
ロ

0 0 0 6

0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

科 目 当期末残高
(うち指定IE球財

産力ヽらの売当凛)

て,ち-8正 味財
産小ちり充当額)

(うち負■に対
応する額)

基本財窪

小  計

特定資産

計
計

小″
▲
日

0 0 6 0

0 0 0 0

0 0 0 0

6 0 0 0

0 0 0 0

5固 定資産の取得価gR滅 価値却累計親及び当期末残高

該当なし

6重 要な後発事象

該当なし
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財 産  目

監 査 報 告 t
理事会により提示のありました事業報告書及び会計ほおその他証な、書類
等を鷺査致しました結果、適正且つ正確であることを確ヨいたしました。

平成23年 4月  26日

一般社団法人 東京都医票品配置協会

監 事  小 川 孝 ―

監 事  中 村  聰

監 事  久 住 英 雄

平成 23年 3月 31日

(第31期 )

科  目 金  額

I資 産の部

1流動資産

現金預金

現  金 F4査■前有わ

普 通 預 金 =葦 東京ul眼 行 日8早 =店

振替席金

当 座 預 金 !養 王京Hlj銀 行日どq=店

定 期 預 金 =査 東ホロ「l慰行日事,ユ 広

仮 払 金 本ぃ結会Aな 資争

流動賀産合Il

2固 定資産

(1)基本財産

(2)特定賀産

(3)その他固定資産

電話加入権

保 証 金 i都 「玉品使ほ甑向組合

固定資産合計

資 虐 合 計

I負■の部

1流動負使

前受会費 7成23年'分

預 り金 源夕純 全理臨資aり

流動負債合計

負 4R合 計
正 味 財 産

606227

4992252

8,3237

589

3350000

200500

9967805

16266959

0

0

95154

204000

767000

100808

299154

867808

867808

939915,
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監 査 報 告 書

平 成 21午4月 26]

れ ヽ 単

会 長 高 山 友 二郎 殿

抑 人 類 鞭

監事マ何,その

4r"諄 印亡 平 成23年 4月 26Bヽこ 職 22年 4月 1日から弱 23年 3月 31

日ま
~r TIE2 2年

鞠 =おする会計及0鞠 ″額 を行 まヽし亀 その線 ―き次のとお

り車把単贅しま丸

1-―

(1) 決 算書類の鑑営のため

検討を加え 必要鶴

荻 を用ヤヽて嬢 しr_

会計 _NIる 懐転 書類J関 覧し 計 算書撤 こう てヽ

立食 照合及0鞘い う聴取その他通常とる本き老蚕な

2 監 査意見

(1) 嘲 算ま 正味受憾男鎌船 騒 貸惜対熙表及U朝 産目鋼 ま お 記

殺金額と…致 し 法 栄か収支状況及0財 政状態を正しく示しているものと認めま

丸

(2) 事 業報告書の閣 ま 資寿であると認めまキ

(3) 電 尊め猥陽韓怖〕こ関する打ヽ止打 うも又f離 しく|ヨt鋲 (印作予粉 ヤ0毒反す

る歎 な毅 まなヽヽと妙 ま汽

姓

-14-



☆薬事功労賞受賞者芳名

東京都功労者表彰

X京 都知事感謝状

中 山 孝 治

箱 川  英  夫

尾 空 古 則

東京都薬物乱用防止推進協議会会長感謝状  ll   宗  信

☆平成22年度 優良配ほ業者表彰者

東  部  支  部   該 当者なし

多 盛 支 部 平 澤 一 男

西 部 支 部 小 川 孝 一

☆ 永年勤続者賞

配 置販売業 者

配 世 lr事 者

60年  針 山 友 市

50年  好 井 文 難  長 瀬 半 弘

20年  岡 田 譲 治

10年  楢 村 大 司

20年  骨 野家 雅 人 (いのや薬品的) 居 野家  智 (いのや薬品的)

10年  繊 笠 樽 文 (三山薬品爛)  田 中 貴 為 (度貫生薬pH販売m)

栗 原 直 人 (康貫堂薬品販売的)安 Uj 哲 也 (臓賞堂薬品取舟抑)

蔭 木 博 巳 (底質堂薬品取舟抑)菱 山 正 美 (庶貫堂薬品唖熟抑)

5年  小 朴  巧 (=山 薬品m)  河 内 貫 史 (三山薬品榊)

大 畑 光 司 (三山菜品rl)  川 手 宏 之 (三山案品伸)
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会費等納収のお願いの作

本会は昭和 55年 4月 の社田法人設立以来 今 日まで医薬品のもつ倫理性及びその公益

性に対する会貞の皆様の充分な理解と軽度の疾患に対するモルフメディケーションの推進

並びに そ の知識の啓発を通して地域住氏の保健衛生確保のため努力を重ねてまいりまし

た。本年もこの趣旨に沿い 各 事業年を実施しており こ れらの費用は会費をもって賄わ

れております。

何手上llEご理解のと 会 費争の納入をお願い中し上げます。

米公益事業を円滑に送行します上からも納入期限内 (6月 末日)ま でに足非ご協力をお願

い致しますも

名 rl 金 額

(11協会費 平 成 20年度

配置販売業者

配置販売rt草者 (I名 につき)

19 9oo円

17 000円

ヽ
Ｚ 全国配曇家庭藁協会田裸全

全同体質強化費 (対外交渉費等)

配置販売業者

配置販売従事者

政 治 違 盟 費

配置販売業者

配置販売従車者

資質向上対策費

配置販売業者

配置販売従事者

名につさ)

名につさ)

名につき)

500円

300円

500円

500円

3000円

3000円

合 柿 配置販売業者

配ほ販売従事者 (1名 につき)

23000円

21,ooo円

☆全配胡戯課金は他の道府県にて納入している場合は必要ありません。

-16-



全員各位

平成23年 5月 23P

一般社団法人 東 京都医薬品配こ甑会

第31回 決鉢総会資料何正のお願い

日頃よユ当弾 にご悔力を崎いけ!「ありがとうごぎいまえ

きて、既に送付させていただきました平成 22年度 「第 31回 定期決算慈会資

料3に 訂正がございまえ

以下差し替えを『正をお願いましまえ

① 差し替え 11ペ ージ 貸 借期預表を別凝差し着え

(衰内 前年度の数字が 21年度の数■ではなく 20年 度の数年の発)

② 訂正   15ペ ージ 永 年鋤続者賞

巳置販売業者 50年

好井文雑氏   訂 正 → 好日文韓氏

配置従事者  20年

居野家雅入氏  居 野家智氏 は

平成20年度に20年勤統奏彰をされている為 今回の配

伐lB aりです。

当全連絡先  東 京都台東区根岸 5-13-9

電話 03-3876-1309



貸 借 対 lR麦
平成23年3月31日

(第31期 )

科  目 当年度 前年度 増減

I資産の部

1流動資直

現  金

書通預金

振誉貯金

当座預金

定期預金

仮 払 金

流動資産合計

2固 定資直

(1)基本財産

(2)特定資崖

(3)その他固定資産

電話加入権

保証金

固定資直合計

重 産 合 計

I負 優の部

“流動負債

前受会費

預り金

流動負授合It

負 授 合 計

田正味財産の部

1指定正味財産

(うち基本財産へり充当額)

2-般 正味財産

(うち特定財産への完当額)

正味財産合計

負4R及び正味財産合計

86S227

4092252

818237

530

3350000

200500

01083

2953371

933357

580

3350000

106 al

5 4 5 1“

2 p 3 3 8 8 1

△ 170120

0

C

03700

0967305 746521 2502605

0

0

95154

204060

0

0

9S154

204000

0

0

0

0

299154 299154 0

10266959 7764354 2502605

767000

100308

7 8 6 0 0 0

0 3 7 3 0

△ 19000

7 0 7 8

867808 879730 △  11922

867808 879730 △  11922

0

0

9309151

0

0

0

S384624

0

0

0

2514527

9399151 6884624 2514527
10266050 7764354 250260●


